外来・センター・通所・五福・コメディカル　　　　　　　合同カンファレンス記録


令和5年7月6日（木）　　　　　　　　司会：センター　　書記：検査
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＜連絡事項＞　
・第3回院内研修、苑内研修のお知らせ

日　時：2023年7月13日(木)17:30～18:30

場　所：メンタル4階　メモリアルホール
テーマ：「患者様への配慮を心掛けた接遇･マナー」

講　師：大塚製薬株式会社　加藤　和子氏
・酸素ボンベの搬入口を検討中
＜新患予約状況・入院予定＞　

※WIZスケジュール内での確認となります。
＜医師のスケジュール確認＞　

診察日、休診日
・塩谷Dr：7/17.24、8/21、28
　　　　　7/31休診


・垂水Dr： 8/7、9/4

・今川Dr： 7/8.22.29、8/12.26診察

・東海林Dr： 7/28、8/25診察

・深澤Dr： 7/13、7／20、8/1.2．3．24、31、9/714.21、10／11.12.19、11/2.9、
3/7休診　

　　　　　　7/27・8/29午後より外部要件あり　人数制限あり

・小柳Dr：1／4休診

・馬渡Dr：9/12、15休診

・金Dr: 7/31休診

・村上Dr：9/20休診
＜通所・五福への導入・利用を開始したいケースの確認＞

五福
・東病棟入院中～上川原　豊様
　自宅退院の方向で調整中であったが、姉は施設入所を希望。姉を交えたケア会議が必要。

通所
特になし
＜連絡事項＞
■外来より
・診察前聞き取り用紙変更中
■センター　
・尾刀　三男様～主治医：金Dr.　アルコール性せん妄。先月妻より、不眠で落ち着きがない為、入院させたいとの希望あり。自宅での飲酒は継続している以上、外来での薬剤調整は困難である為、一旦当院への入院は見送ったが、再度保健師より入院希望の連絡があり。飲酒していない状態での受診、また本人の入院意志があり、今後のビジョンについて妻の希望を聴取した上で、各関係機関の役割を線引きしていく必要もある。現在通院中の八戸赤十字病院糖尿外来で身体管理目的の入院等を相談するか、他精神科への相談という手段は如何か？
→赤十字病院主治医には相談しており、同院精神科に受診の打診はしたが医師不足を理由に断られている。他精神科に一から相談するよりは当院でみていただきたいと保健師は考えているが、妻にも意向確認してみる。先ずは自宅内の酒を全て捨てて様子をみていくこととする。
・西舘　愛子様～娘様より虐待を受けている状況であるため、7/1に特養「三老」に入所している。その後、環境の変化もあってか多動さが目立ち、夜間不眠、立ち上がり等があり対応に苦慮している。南部町医療センターの訪問診療にて、石田Drからは「薬剤調整をしようと思うが、薬剤調整により食欲低下等が生じるリスクもあり、専門医でなければ」とお話があり、当院へ紹介状を作成すると話していたとの事。病状が一時的に変化している可能性もあるため、週明けまで様子を見ていただいて状態についてご連絡いただきたい事を伝えているが、施設側では対応しかねる、と。東海林医師は、本当に娘様による虐待の事実があるかの確認をもう一度して欲しいとの希望。
・クドウアキコ様～夫と2人暮らし。夫も認知症を患っているため、特別養護老人ホームの入所を検討している。
■五福より

現在の登録者数 : 120名(導入調整中3名) ※新規対応枠有り

・池田　康憲様～主治医:田名部Dr.、肝硬変・糖尿病加療の為、八戸市立市民病院通院中。同院担当医は「入院管理必要」との見解。青南病院への入院は本人が拒否。市民病院入院の場合、一般病棟不可の為、精神科病棟入院となるが、退院後に施設入所の目途が立っている場合等、短期的な入院であれば受け入れ可能との返答(連携室を介してはいない為、正式な返答では無い)。



取り敢えずの所、計画相談員選任の調整を進める事としている。市民病院消化器内科外来へ診療情報の情報提供を依頼して頂く事としている。
・風間　教充様～前回受診時、レキサルティ錠0.5mg 1T処方。利用者本人は忘薬・怠薬を口頭上否定され、むしろ「薬が弱い気がするから、もう1錠増やして貰いたい」と訴える。処方内容に関しては、次回受診時(7/10)、主治医に相談する様に伝えている。服薬開始後も「精神的不調は変わらない」と話されているが、"近隣住民からの嫌がらせ"や"倒錯的(性的)な考え"が浮かぶ頻度は減ってきていると話されている。
■連携室より
・寺沢彩様～たものき訪看利用開始となる。初回訪問：6/30(金)13：30～、2回目以降：毎週（水）13：30～
・磯島武弘様～現在、花巻病院へ入院中。7月末～8月に同院退院し、指定通院医療へ切り替え予定。8月中旬以降に当院へ転院の可能性あり。クロザリルモニタリング中。
■検査より

特になし
■栄養より
・関秀治様～7/11より、栄養指導開始予定。
■心理より
特になし
■通所より
7/3
・神田　直樹様～「時計のこだわりを感じる時計が動きたがっている」など不自然な言動あり。他者へ自分の考えを伝え反応や同意を得られないと「合う人が居ない、デイケアに来る必要あるのかな？」と話している。通所利用の目的や目標を説明するが、目のぎらつきあり、「具合悪くなってきた」と話すため静養室で一時休んで頂く。昼食前には戻り普段通りの様子となっている。昼食時、特定男性患者様が本人の食べる席の後ろに立ったことに腹を立て「後ろに立たないでほしい」と話した事で相手が怒り出し興奮すると向かっていこうとすることありスタッフ2名介入。以後トラブルは無いが、スタッフや他者へ同他者に対する不満を被害的に訴えている。
7/5は前日に就労を行い、疲労感の為欠席。

・曽我　泰庸様～昼食時、特定男性患者様より後ろに立たないでほしい」と言われた事で興奮しつかみかかろうとすることありスタッフ2名介入。以後トラブルは無いが、スタッフや他者へ同他者に対する不満を被害的に訴えている。
・安藤　愼様～2回目の体験利用実施。来所後すぐにプログラムの説明をスタッフに求め、選択して調理プログラムとレクリエーションのDVD鑑賞に参加されている。活動中は持参したノートにイラストを書かれている。プログラム終了後スタッフが過ごしてみての感想を問うと言葉を詰まらせている。その為、デイケアのプログラムカレンダーを渡し、プログラムを簡単に紹介している。また、3回目の体験利用に関しては後日連絡を頂く事としている。
・鈴木　流依様～利用予定日だが、本人様が来所されない為、ご自宅の固定電話へ連絡している。その際母様が電話対応されている。スタッフが本日利用予定日だが、連絡が無い為連絡させていただいた旨を伝えると、「前回の利用日に公共交通機関を使わずに来所された為疲れてしまい、部屋に引きこもってしまっている。」との事。母様的には「約束と違う。」という気持ちがあり、継続して利用して欲しいと。また、現在の状態に関しては水曜日の診察時に話そうと考えているとの事。デイケアスタッフからは利用予定日に休む際や利用日以外に来所される際には連絡が欲しいことを伝え、終話している。
・巴　勇樹様～7/1（土）青山荘を退所し、青風荘に入居となる。青風荘入居に伴い、デイナイトケア利用開始となっている。以前青陽館を利用していたことがあるとの事だが、利用の説明を聞いてもすぐには理解できない様子で、周囲の動きを見ながら行動している。

7/6

・松村　勉様～2週間ほど前に自宅内で動けなくなり、内科受診し治療を受けながら車椅子で生活していたとの事。昨日車椅子返却し、バスの乗車は出来る状態になった為、明日からデイケア利用再開を考えていると連絡あり。明日の体調次第で再度連絡を頂けるよう説明している。

・田向　玲美様～9：00悪夢を見たため彼氏に殺されるかもしれないと考え相談の為に電話したと連絡あり。現状を確認するが、「市民病院が個人情報だから教えてくれない」「警察が相談に乗ってくれない」「デイケアに行きたいけどトイレが我慢できない」等自己中心的な訴えを繰り返し、スタッフからの説明には聞き入れ出来ず。現状を確認し、冷静に考える必要がある事を説明し、自宅でできる範囲でのリハビリを促すが、話題が次々変わり長時間の電話を希望する。個人への長電話は対応できない事を説明すると、しぶしぶ電話終了している。
